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新しい春を迎え、２・３年生の皆さん、そして保護者の皆さまにおかれましては、新たな希望と

期待を胸に新年度を迎えられたことと思います。いよいよ令和８年度がスタートしました。久しぶ

りに登校してきた生徒の表情からは、一つ上の学年に進級した自覚と、「よし、がんばろう」とい

う前向きな気持ちが感じられ、たいへんうれしく思いました。１学期の始業式は、学年・学級が新

しくなり、自分自身を見つめ直す大切な節目です。この機会を成長への第一歩としてほしいと願っ

ています。 

学年が上がるにつれ、学習や生活の場面では、これまで以上に責任ある行動が求められます。そ

して、自ら考え判断し行動する力、周囲を思いやる姿勢が、学校全体の雰囲気をつくります。 

本校では今年度も「ワクワクする学校」をスローガンに、安心して挑戦できる学びの場づくりに

教職員一丸となって取り組んでまいります。生徒一人一人が学校の一員として主体的に関わり、

「できた」「分かった」「挑戦してよかった」と感じられる一年になることを願っています。 

保護者の皆さまには、引き続き本校教育活動へのご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～心を込めた「あいさつ」「校歌」 輝く「笑顔」～ 

2026.4.7号 

文責 岸本 

 

山里中学校だより 

ワクワク・ドキドキ 令和８年度スタート！！ 

始業式  

～校長のことば～ 「失敗を恐れず、挑戦する一年に」 
 

皆さん、進級おめでとうございます。新しい学年への期待と不安が入り混じる中、いよい

よ新学期がスタートしました。 

 

新学期を迎えるにあたり、挑戦にはつきものの「失敗」という言葉をキーワードに話します。 

私たちはつい失敗を「ダメなこと」と捉えがちですが、世界を変えてきた先人たちの考えは

違います。 

本田宗一郎氏（HONDA創業者） 

「成功とは、99％の失敗に支えられた 1％である」 

Google X（研究機関） 

あえて失敗を奨励し、失敗した社員を評価する。それは「失敗してもいい」という安心感

が、革新的なアイデアを生むからです。 

シリコンバレーで使われる「早く失敗しろ」という言葉には、挑戦して早く改善点を見つける

ことが、成功への最短ルートであるという意味が込められています。 

もちろん、これは「高い目標に挑戦すること」が前提です。 

2年生：学校の中心的存在として、学習や部活動で大きく飛躍する一年。 

3年生：義務教育最後の年。進路決定に向け、自分を磨き続ける一年。 

失敗を恐れる必要はありません。失敗は、皆さんが現状に満足せず、勇気を持って一歩前

に踏み出した何よりの証拠です。 

自分の夢や希望の実現のために、具体的な目標を立て、失敗から学びながら着実に前へ

進んでいきましょう。 
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このたび、１８名の教職員が歴史と温かさのある山里中学校へ着任しました。生徒の皆さん、そ

して保護者の皆さまとご縁をいただけたことを大変うれしく思っております。転入職員一同、生徒

たちの健やかな成長のため、力を合わせて教育活動に取り組んでまいります。どうぞよろしくお願

いいたします。 

３年生代表決意 

 先輩方から「最高学年」というバトンを受け取り、私たちにとって中学校生活最

後の一年が始まりました。新しいクラスへの期待と不安を抱えながら、明日は新入

生を迎え、全校生徒がそろいます。この節目に、私は生徒会テーマ「TRY」のもと、

二つの挑戦を大切にしたいと考えています。 

 一つ目は部活動です。私はテニス部に所属し、キャプテンとして責任の重さに悩

むこともありましたが、仲間や先生、家族に支えられながら努力を重ねてきました。

中総体では、これまで一緒にがんばってきた仲間と気持ちを一つにし、感謝の思い

を胸に全力で戦い抜きたいです。 

 二つ目は進路への挑戦です。受験への不安から勉強に向き合えない自分と葛藤す

ることもありますが、この一年は自分自身と向き合い、後悔のない選択ができるよ

う努力したいと思います。 

 私たちは山里中学校の最高学年です。下級生を支える柱としての自覚をもち、仲

間と支え合いながら、全員で最高の一年に「TRY」していきましょう。 

転入職員の紹介  

２年生代表の言葉 

明日から新入生を迎え、先輩としての立場になります。そのスタートにあたり、

皆さんに伝えたい、そして、自分自身も意識していきたいことが３つあります。 

一つ目は「広い視野をもって行動すること」です。特に修学旅行などの行事では、

周囲の人や状況に気を配り、思いやりある行動を重ねていきたいです。 

二つ目は「生活態度を整えること」です。廊下を走る、ルールを守らないといっ

たこれまでの姿を見直し、新入生にとって手本となる行動を心がけていきましょう。 

三つ目は「メリハリをつけること」です。集会や式などでは意識を切り替え、き

りっとした姿を見せましょう。１年生は先輩の姿を見て成長します。「広い視野をも

って行動すること」「生活態度を整えること」「メリハリをつけること」の三つを意

識して、誰にでも誇れる学校を全員でつくっていきましょう。 


